
２

０

０

６

年

１

月

24

日

、
13

時
18

分

頃
、

伯

備

線

根

雨

駅

～

武

庫

駅

間

に

お

い

て

作

業

を

行

な

っ

て

い

た

保

線

作

業

員

が

特

急

ス

ー

パ

ー

や

く

も

９

号

と

接

触

し

３

名

の

労

働

者

が

亡

く

な

る

痛

ま

し

い

事

故

が

発

生

し

ま

し

た

。

合

同

献

花

式

は

、

西

労

組

米

子

地

方

本

部

の

鶴

石

書

記

長

の

司

会

で

は

じ

ま

り

、

参

列

者

全

員

で

黙

と

う

を

行

な

い

ま

し

た
。

西

労

組

中

央

本

部

か

ら

川

端

書

記

長

、

国

労

西

日

本

本

部

か

ら

植

田

執

行

委

員

長

、

西

労

組

米

子

地

方

本

部

か

ら

亀

山

執

行

委

員

長

、

国

労

米

子

地

方

本

部

か

ら

倉

下

執

行

委

員

長

そ

れ

ぞ

れ

が

「

安

全

の

誓

い
」

を

述

べ

ま

し

た

。

誓

い

を

述

べ

た

４

名

が

、

代

表

献

花

を

行

な

い

、

式

典

の

参

列

者

全

員

が

献

花

を

行

な

い

ま

し

た

。

事

故

の

反

省

と

教

訓

を

心

に

刻

み
、

安

全

・

安

心

な

職

場

を

作

る

た

め

に
、

労

働

組

合

と

し

て

の

役

割

を

築

く

と

と

も

に

、

仲

間

と

そ

の

家

族

を

不

幸

に

さ

せ

な

い

決

意

を

固

め

あ

い

ま

し

た

。
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発行責任者 植田 重信

編集責任者 大北 真也

国労西日本ＨＰ

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
を
利
用
中

組
合
員
の
皆
さ
ん
登
録
し
よ
う

登
録
は
西
日
本
本
部
ま
た
は
地
方
本
部
へ

国労西日本本部

伯
備
線
触
車
事
故
か
ら
20
年

労
働
者
の
い
の
ち
を
守
る
決
意
！

西
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
と
合
同
献
花
式
を
開
催
！

２
０
２
６
年
１
月
24
日
（
土
）
13
時
18
分
、
根
雨
の
安
全
碑
前
に
お
い
て
、
西
労

組
米
子
地
方
本
部
と
国
労
米
子
地
方
本
部
に
よ
る
合
同
献
花
式
が
行
な
わ
れ
、
西
日

本
本
部
か
ら
植
田
執
行
委
員
長
、
大
和
執
行
副
委
員
長
、
大
北
書
記
長
が
参
加
し
ま

し
た
。

伯

備

線

触

車

事

故

に

つ

い

て

合

同

献

花

式

で

安

全

の

誓

い

植田西日本本部執行委員長

倉下米子地方本部執行委員長

献

花

を

行

な

う

エ
リ
ア
本
部
か
ら
も
参
列
し
献
花
を
行
な
っ
た



第

１

部

で

は

、

国

労

本

部

の

佐

藤

執

行

副

委

員

長

の

司

会

で

始

ま

り

、

主

催

者

を

代

表

し

て

国

労

本

部

の

宮

﨑

執

行

委

員

長

が

挨

拶

を

行

な

い

ま

し

た

。

記

念

講

演

「

国

鉄

労

働

組

合

の

歴

史

に

学

ぶ

」

と

題

し

て

、

神

奈

川

法

律

事

務

所

の

福

田

護

弁

護

士

か

ら

分

割

民

営

・

国

鉄

闘

争

を

中

心

と

し

て

講

演

を

受

け

ま

し

た
。

第

２

部

で

は
、

国

労

本

部

の

岩

元

書

記

長

が

司

会

及

び

進

行

を

行

な

い

ま

し

た

。

来

賓

挨

拶

と

し

て
、

全

日

本

交

通

運

輸

産

業

労

働

組

合

協

議

会

よ

り

池

之

谷

議

長

、

フ

ォ

ー

ラ

ム

平

和

・

人

権

・

環

境

よ

り

谷

事

務

局

長

、

全

国

労

働

組

合

連

絡

協

議

会

よ

り

渡

邉

議

長

、

立

憲

民

主

党

よ

り

水

岡

参

議

院

議

員

、

日

本

共

産

党

よ

り

穀

田

前

衆

議

院

議

員

か

ら

あ

い

さ

つ

を

受

け

ま

し

た

。

記

念

講

演

を

し

て

い

た

だ

い

た

福

田

弁

護

士

か

ら

乾

杯

の

ご

発

声

を

受

け

て

、

歓

談

・

交

流

を

行

な

い

ま

し

た

。

交

流

が

落

ち

着

い

て

き

た

と

こ

ろ

で

各

エ

リ

ア

本

部

の

執

行

委

員

長

か

ら

ス

ピ

ー

チ

を

受

け

ま

し

た

。

そ

の

後

、

Ｊ

Ｒ

採

用

組

合

員

が

登

壇

し

、

代

表

し

て

工

藤

青

年

部

長

が

青

年

・

女

性

中

央

総

行

動

へ

の

訴

え

を

含

め

た

挨

拶

を

行

な

い

、

最

後

に

秋

田

地

区

本

部

の

佐

藤

特

別

執

行

委

員

の

団

結

ガ

ン

バ

ロ

ー

で

終

了

し

ま

し

た

。

国

鉄

労

働

組

合

は

結

成
80

年

と

い

う

歴

史

が

あ

り

、

日

本

の

労

働

運

動

を

け

ん

引

し

て

き

た

事

実

、

「

分

割

・

民

営

化

」

に

よ

る

解

体

攻

撃

を

乗

り

越

え

政

府

権

力

に

屈

し

な

か

っ

た

の

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

組

織

数

が

減

ろ

う

と

も

、

労

働

条

件

の

改
善
、
生
活
の
改
善
、

平

和

を

守

り

安

心

し

て

働

け

る

職

場

づ

く

り
等
に
奮
闘
し
ま
す
。
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国
労
結
成
か
ら
80
年

さ
ら
な
る
飛
躍
へ
奮
闘
を
！

福

田

弁

護

士

の

記

念

講

演

１

月
26

日

（

月

）

、

ニ

ュ

ー

ウ

ェ

ル

シ

テ

ィ

湯

河

原

に

お

い

て

「

国

鉄

労

働

組

合

結

成
80

年

記

念

レ

セ

プ

シ

ョ

ン

」

が

開

催

さ

れ

、

中

央

委

員

会

の

構

成

員

や

傍

聴

者

、

労

働

講

座

出

席

者

等

が

参

加

を

し

ま

し

た

。

レ

セ

プ

シ

ョ

ン

次

へ

向

け

て

奮

闘

１月２７日（火）、ニューウェルシティ湯河原におい

て第１９６回拡大中央委員会が開催されました。

佐藤執行副委員長の開会挨拶があり、委員会成立宣言

後、議長団には松吉議長（東日本）、高木副議長（東海）

が選出されました。

宮﨑中央執行委員長の挨拶、メッセージの紹介、協約・

協定の締結承認、当面する運動方針（案）の提案があり、

全委員から発言がありました。答弁を受け岩元書記長の

集約後、方針案は満場一致で採択されました。

今春闘における具体的な闘いの目標、統一重点要求が

確認されました。

２１，０００円を基本とするベース・アップを求
めて一致団結して奮闘しましょう！

松
吉
議
長
（
首
都
圏
）

高
木
副
議
長
（
東
海
）


